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皆さんには、無限の可能性が…
校長 小林 直人

さて、先月、室蘭工業大学と大阪府立大学が共同開発した超小型衛星「ひろがり」が、国際宇宙ステー
ションから宇宙空間に放出されたという、嬉しいニュースが報道されました。超小型衛星「ひろがり」は、
将来的な宇宙での太陽光発電の可能性を探る目的で地球を周回し、通信実験を行うとともに、多くのミッシ
ョンを行う予定です。今週の四日には最大のミッションである、小さく折りたたまれたパネルを広げる実験
を行い、見事成功したそうです。
昨年、地球に帰還した『はやぶさ２』もそうですが、このような大きなプロジェクトは、決して一人や

二人でできるものではありません。長い時間をかけて、様々な分野の専門家がチームを組み、今まで経験し
たことがない難問の数々を、解決しなければならないからです。
もちろん、初めは失敗の連続でした。何回も何回も失敗して議論を重ね、これが最も適していると考え

て臨んでも、失敗することがあったそうです。超小型衛星「ひろがり」放出の様子を見守ったチームのメン
バーは、記者会見で「これからが本番。いろんな困難があると思うが、冷静に対応したい」と表情を引き締
めていました。
一人や二人ではできないことも、仲間が集まってチームを組み、協力すればいろいろなことができるよ

うになり、一人では不可能なことが可能となるのです。私は、みなさんが青葉中学校での３年間を通して、
このことを少しでも実感してもらいたいと願っています。そのために、これから皆さんに取り組んでほしい
ことを二つお話しします。
一つ目は簡単です。「失敗を恐れずに、いろいろなことに挑戦・チャレンジしてください」。「失敗すると

怒られる」「失敗すると恥ずかしい」と思ってしまうこともあるかもしれませんが、年を重ねて大人になれ
ばなるほど、その思いは強くなり、何も経験できずに終わってしまいます。様々なことにチャレンジし、失
敗できるのは「今がチャンスです」。この青葉中学校で、どんどん新たなことに挑戦し、たくさん失敗して
ください。青葉中学校は皆さんの「勇気ある挑戦」や「失敗」を温かく見守り、応援する学校です。なぜな
らば、皆さんには、無限の可能性があるからです。
二つ目は、「自分と異なる意見や価値観を認め合い、理解してほしい」。人はそれぞれ、考え方や価値観

が異なります。これから先、皆さんが社会に出ると、自分とは違った考え方を持つ様々な人とチームを組み、
難しい課題に向き合っていくことになります。そのためには、自分と異なる意見や価値観にも耳を傾け、そ
の人の考えにも理解を示し、認めてあげてほしいのです。そうすることによって、皆さん自身の視点や考え
方が深まると同時に、一人では解決できない問題が生じたときに、助けてくれる仲間を得ることができます。
今後、もし、学校生活の中で困ったときには、決して一人で悩まず、勇気を出して相談してください。

皆さんの周りには助けてくれる仲間や先輩、家族の方々、青葉中学校の先生方がいるからです。

～ 第40回入学式 学校長「式辞」より ～

新たな生活を仲間と共に
新入生代表 佐藤 奈美

春風の心地よい季節となる中、私達新一年生は、無事に青葉中学校の入学式を迎えることが出来ました。
小学校の生活とは異なる新しい生活が私達を待っています。
先日、小学校を卒業しました。昨年はコロナウイルスの影響で、出来なかった事も多くありました。それ

でも、仲間と協力して楽しい一年にすることが出来ました。その絆を、中学校でも生かしていこうと思いま
す。例えば、学校行事では、宿泊学習や修学旅行など、仲間と長い時間を過ごす事もあります。そして、ま
ずは野外学習。思いきり楽しむと共に、みんなと協力してより有意義なものにしたいです。
また、学習の面でも、先生はもちろん友達にたくさん質問して、より理解を深めたいと思います。もちろ

ん、不安な事も多くあります。「学習のレベルが上がるけど大丈夫だろうか。」「小学校とは全然違う生活に
なじめるだろうか。」と次々に浮かんできます。でもそんな時こそ、周りの人の力を借りながら、精一杯努
力していきたいです。みなさん、これからの三年間を、楽しく、一生の思い出になるものにしていきましょ
う。
最後になりましたが、先生方、職員のみなさま、二年生、三年生の先輩方、地域のみなさま、そしていつ

も一番近くで私達を支えてくれる保護者のみなさま、これから私達新一年生のご指導をよろしくお願いしま
す。

～ 第４０回入学式 新入生代表「誓いの言葉」より ～
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令和三年度 青葉中学校職員の紹介
担 任 １学年 ２学年 ３学年
学 １ 板谷 則章（技術家庭） 春日 毅史（英語） 中澤 宏佳（数学）
級 ２ 鈴木 秀（理科） 小川 紫織（美術） 佐藤 真弓（音楽）
担 ３ 川音 元宏（社会）
任 ５ 山口 雄（特別支援） 因幡 拓哉（特別支援） 長嶋 里恵（特別支援）

島本 勝弘（英語） 岡部 史郎（保健体育） 森永 幸夫（理科）
副担任 林 晶子（養護教諭） 浜口 一恵（国語） 花田 清司（国語）

山下 華穂（特別支援） 安孫子 和典（社会） 青鬼 和恵（栄養教諭）
講 師 五十嵐かおる（数学）
事務職員 後藤 邦昭 校務助手 富樫奈緒子 事務補助員 三浦友未佳
用務員 其田実啓史 ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ 石塚 誠之 相談支援ﾊﾟｰﾄﾅｰ 工藤 啓子
学校司書 吉川 美紀

新しい教職員の紹介

教頭 三浦 雅美 先生 ５組 副担任 山下 華穂 先生
今から11年前の3月に青葉中学校とお別れをし ４月より、青葉中学校に着任いたしました、山

ました。名残惜しい気持ちで異動したものですか 下華穂（やましたかほ）と申します。５組を担当
ら、このように再び勤務できることに喜びを感じ させていただきます。青葉中学校の生徒の皆さん
ています。学級や授業というカテゴリでの触れ合 と一緒にお勉強できることをとても嬉しく思いま
いは少なくなりますが、思いやりあふれる生徒と す。至らない点もあると思いますが、一日一日を
過ごす日々が楽しみです。どうぞよろしくお願い 大切に精一杯頑張りますのでよろしくお願いしま
いたします。 す。

（前任校：厚別北中学校） （新採用）

１年３組 担任（社会） 川音 元宏 先生 事務職員 後藤 邦昭 さん
厚別南中学校から参りました、川音元宏（かわ 札幌旭丘高校で退職し、再任用職員として青葉中

おと もとひろ）と申します。社会科を担当させ 学校に参りました後藤邦昭と申します。青葉中に赴
ていただきます。 任し最初の印象は、体育館で始業式の校歌練習をし
この青葉中学校で、生徒の皆さん・保護者の皆 ている美しくそして力強いハーモニー、仲の良いま

様・地域の皆様と新しい出会いができたことに感 とまりのある学校という印象でした。また、ついつ
謝しております。この感謝の思いを忘れず、青葉 い前任校の合唱部の練習風景を思い出しました。少
中学校の力になれるよう全力で頑張ります。よろ しでも、生徒の皆さんがよりよい環境で中学校を送
しくお願いいたします。 れるよう応援していきますので、よろしくお願いし

ます。
（前任校：厚別南中学校） （前任校：旭丘高等学校）

３年 副担任（国語） 花田 清司 先生 学校司書 吉川 美紀 さん
国語科の学習を通して、青葉中学校の生徒の皆 北区の新琴似中学校より参りました、学校司書

さんと、協力しながら、一年間を過ごしていきた の吉川美紀です。コロナの感染対策に配慮しなが
いと思います。不慣れなため、御迷惑をおかけす ら、みなさんが図書館でより良い活動ができるよ
ることもあるとは存じますが、精一杯努力致しま う、環境づくりをしていきたいと思います。図書
すので、よろしくお願い致します。 館でみなさんとお会いできるのを、楽しみにして

います。どうぞよろしくお願いいたします。
（前任校：中島中学校） （前任校：新琴似中学校）

４月の主な行事予定

６（火） 着任式・始業式 お知らせ
７（水） 第４０回入学式（２．３年臨時休業日）
８（木） 各学年集会 ◆４月１５日（木）には、学級ＰＴ
９（金） 新入生歓迎会、補助教材販売 Ａ、ＰＴＡ総会、体育文化振興会
１２（月） 学級写真撮影 総会があります。ご多用の折りと
１４（水） ３年学力テスト 全協・局常会 は存じますが、多くの保護者の
１５（木） 完全下校 学級PTA PTA総会 体育文化振興会総会 方々のご来校をお待ちしておりま
１６（金） 前期認証式（６校時） 完全下校 す。
１９（月） 全協・局常会
２０（火） 部活動結成集会 ◆４月２６日（月）が諸費口座引落
２１（水） 教育相談① ５組懇談会① リコーダー販売会 し日です。４月２３日（金）まで
２２（木） 教育相談② ５組懇談会② に口座残額をお確かめ下さい。
２３（金） 教育相談③ ５組懇談会③
２６（月） 教育相談④ ５組懇談会④ ◆今年度も、新型コロナウィルス対
２７（火） 教育相談⑤ ５組懇談会⑤ 諸費口座引落し日 策として、マスク着用、消毒、手
３０（金） 身体計測・視力検査 完全下校 部活動休養日 洗い、密の回避など、ご協力のほ
※毎週金曜日は、スクールカウンセラーが来校します。 どよろしくお願いします。
※4/26～28 ALTが来校します。




